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（１）地域コミュニティ事業 

①エッコロコーディネート業務・ケアシステム業務 

   ・2014 年度のエッコロコーディネート件数 1,573 件で前年度（1,268 件）より 305

件増加しました（前年比 124.1％）。 

   ・コーディネート業務を通じた課題を、運営会議で共有し、生活クラブに問題提起や

解決に向けた提案を行い、エッコロ制度の機能充実を図りました。 

   ・コーディネート業務委託の見直しについては、生活クラブのたすけあいグループ

（エッコ 

ロさん）が実験取り組みで進行したので、本格導入の動きに合わせ 2015年度への継続課題

となります。 

   ・ケアシステム参加の登録団体の拡大は、目標 12 団体に対し、1 団体がＣＣＳのケ

アシステム参加支援費用（3 年間支援）を活用し登録することになり 8 団体になりました。 

   ・ケアシステムのエリアカバー率は、期首の全体が 71.4％（狭山：77.2％、所沢：

100.0％、川口：67.3％、越谷：100.0％、大宮：46.6％、熊谷 26.4％）に対し、期末の結果

は、全体：75.4％（狭山：100.0％、所沢：100.0％、川口：68.1％、越谷：100.0％、大宮：

46.9％、熊谷 21.8％）と僅かですが伸張しました。 

・福祉ワーカーズ、生活クラブたすけあいグループ、自主活動グループ、エッコロ助成金団

体を対象にした説明会は実施できませんでした。 

②たすけあいワーカーズ・福祉グループづくり 

 ・わ～くわっく草加を拠点とする「草加のまちづくり構想」に沿って、生活クラブ生協、

ワーカーズ連合会と協同して、ワーカーズ・コレクティブひまわりの結成を支援しました。 

  ③居場所事業 

   ・空き家活用による「居場所づくり」は、講座事業の中でテーマとして企画を検討し

ましたが実行できませんでした。 

 

（２）会員団体支援・サポート事業 

  ①サービス向上のための評価や研修などのサポート 



   ・最新の介護技術を学ぶことを目的に、介護技術講習会（秋草学園福祉教育専門学校

非常勤講師：大泉氏）を 3回連続講座として開催し、生活支援の事業を行っている たすけ

あいワーカーズの参加がありました。（第 1回：23名、第 2回：8名、第 3回：14名） 

   ・ワーカーズの公的制度事業（介護保険事業）参入に関する支援を役割とし、介護保

険事業に関する情報を会員団体に発信しました。 

  ②行政の福祉関連委託事業の調査・斡旋・手続きまでの会員団体の受託サポート 

   ・ＮＰプログラムの行政機関等の受託サポートは進みませんでした。 

 

（３）講座事業 

  ①地域福祉（人材養成も含む）講座・研修 

・最新の介護技術を学ぶことを目的に、介護技術講習会を 3回連続講座として開催し、合計

58名の参加がありました。組合員から合計で延べにして 13名の参加があり、日常で介護を

行っているなどニーズの高まりがうかがえました。 

・コモンセンス・ペアレンティング（ＣＳＰ）のトレーナー8名を養成しました。 

  ②介護保険事業を担う人材養成講座・研修 

   ・ヘルパー2級資格取得者再チャレンジ講座は、希望者の予定が合わずに実施できま

せんで 

した。 

   ・介護職員初任者養成講座は、狭山生活館で 12名の受講者で開催し、わ～くわっく

狭山を 

拠点にするワーカーズへの参加や、狭山ブロックでのたすけあいワーカーズの準備会結成

につながりました。（2団体） 

  ③講師派遣 

   ・ＮＰプログラムは、12回の計画に対して 7回開催で講師を派遣しました。 

   ・ＮＰプログラムの体験ワークは、10回の開催で講師を派遣しました。 

   ・ＣＳＰ講座は、体験版プログラムをつくり 9回の開催で講師を派遣しました。 

   ・ＣＣＳの登録講師で、ＮＰファシリテーターに加え、ＣＳＰのトレーナーも養成さ

れたことを受け、子育て関連の「できる講座リスト」を作成しました。生活クラブの狭山・

所沢・川口・越谷ブロックで「ＣＣＳ版託児ケア者講座」の講師派遣に結びつきました。 

   ・介護職員初任者研修・介護技術講習会の講師依頼により、ＣＣＳと秋草学園の連携

が構築されたことを受け、外部講師としての位置づけで「介護技術講習会」についてＣＣＳ

がコーディネートをすることになりました。 

 

（４）調査研究・広報宣伝事業 

 ①広報事業 

   ・ＨＰ、Ｆacebookを活用し地域社会への広報を進めました。 



  ②福祉関連の問題に関する調査・研究 

   ・社会問題を適確に捉え、講座事業につなげることができませんでした。 

   ・介護保険制度改定に関する利用者実態調査（アンケート）は実施できませんでした。 

 

（５）公的制度活用事業 

  ①介護保険事業 

   ・生活クラブ生協・ワーカーズ連合会と協同して、ワーカーズ設立協議会を立ち上げ、

環境整備の準備を進めました。 

・生活クラブ生協の「まちづくり構想」の進捗状況に合わせ、最終的にわ～くわっく草加が

ＣＣＳ、わ～くわっく狭山が企業組合つどいが事業主体になることが決まり、それぞれでワ

ーカーズを結成しました。 

 ＊わ～くわっく所沢については、施設の問題もあり「まちづくり構想」づくりを進めてい

る段階なので、当初の計画（生活クラブ生協の廃業に伴う新事業体による引き継ぎ）は実行

できませんでした。 

  ②地域福祉社会システム構築 

・「介護事業（準備）協議会」は開催できず、それに代わる介護保険事業の事業主体として

の認可をとるための手続き、環境整備のための会議（わ～くわっく実務者会議）を実施しま

した。 

 

（６）福祉用具供給事業 

  ①Ｗ.co この指とまれ（おやゆびひめ）のオリジナル介護用品提供サービスをモデルに

他の居場所等での事業展開案を検討はできませんでした。 

  ②福祉用具供給事業については検討できませんでした。 

 

（７）団体との交流、連携および協力事業 

  ①生活クラブ運動グループの「まちづくり方針」であるケアの自給圏づくりとして、わ

～くわっく草加（狭山）のワーカーズ結成を進め、介護保険事業も含めた地域福祉の拠点づ

くりを進めました。 

  ②地域団体との連携は取り組めませんでした。 


